
【資料２】

〇 目的：

〇 対象者： ７９名

持つ保護者等   110名（子どもの数）

　保護者等【こども１人：49名、こども２人：29名、こども３人：1名】＝79名

・よしのこども園児の保護者46名、わかばこども園の保護者12名･････園から配布・回収

・町外保育園に通園する保護者8名及び未就学児の保護者13名････････郵送

〇 内容：別紙（案）のとおり

　町内に居住する平成28年4月2日 ～ 令和４年6月30日生まれの子ども（0～５歳児）を

保護者等アンケート調査について

　吉野町立認定こども園の将来的なあり方検討及び今後のよりよい教育・保育を実施する

  ための検討資料として、０～５歳児の保護者等の意見や要望をアンケート調査する。

〇 時期：10月中旬 ～ 11月中旬





教育を進めてきましたが、社会情勢の変化や多様化する保育ニーズに対応したこれまで以上のきめ細かな幼児教育を推進す

るため、吉野町立こども園の今後のあり方について検討を進めることになりました。

　アンケートへのご協力をお願い致します。

① あなたの性別を教えて下さい。

□ 男性 □ 女性

② お住いの地区を教えて下さい。

□ 吉野 □ 吉野山 □ 中荘 □ 国栖

□ 中竜門 □ 龍門

③ お子さまについて、当てはまるもの全てを選んで下さい。

□ 小学校入学前の子どもがいる □ 小学校低学年（1年､2年)の子どもいる

□ 小学校中学年（3年､4年)の子どもいる □ 小学校高学年（5年､6年)の子どもいる

□ 中学校の子どもいる

④ あなたが、お子さまを育てる上で大切だと思うことにを３つ以内で選んで下さい。

□ □

□ □ 集団の中で育む力を身に付ける教育

□ □

□ □

□

⑤ 本町における今後の教育保育のあり方を検討する上で、必要と思われるものを選んで下さい。（複数回答可）

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□

    平成24年に子ども・子育て関連３法が制定され、平成27年4月から「子ども・子育て支援新制度」が本格的に実施されま

した。本町におきましては、平成27年度に２つのこども園（よしの・わかば）を開園し新制度のもと、質の向上を図る幼児

吉野町教育委員会事務局

【　裏面に続く　】

社会と繋がる力をつける教育

その他　 具体的内容

児童生徒の交流活動や交流授業の実施 安全・安心な通学環境の確保

ICT教育の推進 特別支援教育の充実

ふるさと教育の推進 地域コミュニティーのあり方

グローバル教育の推進 キャリア教育の推進

グローバル化に対応した外国語指導

園･小･中学校15年間の一貫した教育推進

体力向上や健康の保持推進を図る教育 自然愛護や環境保全の意識を育む教育

個々の発達特性に応える教育 伝統・文化を尊重し郷土を愛する教育

地域とともにある園運営

その他    具体的内容

吉野町立認定こども園の今後のあり方検討に関する保護者等アンケート（案）

認定こども園について 【内閣府ホームページの抜粋】

認定こども園とは、教育・保育を一体的に行う施設で、いわば幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持っている施設です。

保護者が働いている・いないにかかわらず利用可能。

・保護者の就労の有無にかかわらず施設の利用が可能。

・集団活動・異年齢交流に大きな子ども集団を保ち、すこやかな育ちを支援。

・待機児童を解消するため、既存の幼稚園などを活用。

・育児不安の大きい専業主婦家庭への支援を含む地域子育て支援が充実。

ICT（デジタル機器やIT技術）を適切に活用で
きるようにする情報教育



⑥ その他、こども園の今後のあり方に関するご意見・ご要望があれば、ご記入下さい。


